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マト　キュウリ．ナガイモ，などと結び，野菜作付率　　てくる0

50喀程度．500ha200戸程度の営農団地が構想され

加工施設を中心とした野菜産地の形成

嶋崎　善治・柴田昭治郎
（秋田県農業試験場）

1　ま　え　が　き

本県のように消費地に遠い，いわゆる遠郊粗放野菜

産地は，流通距離あるいは鮮度保持上難点のあること

から．産地で加工を通して流通に結び付けることが重

要な展開方向の一つである。そこで農協による加工施

設中心にした産地作りと，それが担い手農家の経営発

展に果たした役割と改善の方策について明らかにする。

2　試　験　方　法

稲作を基幹とした畑作地帯でダイコソ加工を行う八

竜町鵜川農協の加工施設とそれを取り巻く契約栽培兵

家を対象にした。

5　試　験　結　果

1　農協ダイコン加工施設の役割と収益性

1）産地の概要と施設設置のねらい

（1）産地は250haの畑作規模を持ち，夏作物の一

年一作を主体としていたが．ダイコン加工施設の導入

によって秋作ダイコソの作季拡大が図られるとともに．

一年二作の土地利用の集約化が推進されている。

（2）初冬収穫の霹地野菜は．一産地でおおむね5D

haを越えると価格暴落，あるいは輸送中凍結などに

よる不安が残るとされるが，これらの不安を克服する

手段として，産地が加工施設を持つことは大きな意義

がある。そしてこのダイコソ生産の担い手は大規模農

家層であり，これが積極的な農協の加工販売活動を中

心にした産地作りの基本的な体制である（第1回）。

（農　　　　　協）

第1回　ダイコソ産地の生産，加工，販売の模式

（3）塩蔵加工するダイコソの生産は，農協が機械を

装備し，専任オペレーターを抱え，ダイコン畑の耕起，

防除作業の受託を行うことが．原料集荷及び生産農家

の規模拡大と集約化のためのテコ入れとして重要であ

る。

2）事業収支と製品種類の選択

（l）加工における粗収益の構成割合は，塩蔵ダイコ

ソが60肇，塩押したくあんが40感であり，費用の

構成は‘0帝を占める原料費をトヴプに運賃．労賃，

調味料の頗となる。

（2）製品の種類別加工収支では，（原料ダイコソを

10毎当たり200円で買い上げた場合）製品10吻当た

りの差引損益は，①塩蔵ダイコソは△101円，②塩押

したくあんは△58円．③改善塩押したくあんは1“円

となり，加工度が高いほど収益性が高い。

（31加工程度別の製品価格からみた原料ダイコソの

買上げ限度価格は．製品価格が10毎当たり，（9550

乱②‘00円，③1，100円ではそれぞれ，①140軋

②175円．③260円となり．加工程度を高めることに

より原料価格水準を大幅に引き上げることが可能とな

る（第2図）。
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第2図　原料価格と製品価格・コスト

（41改善塩押したくあんとして銘柄化を図るには，

味付けなどの加工技術を高めることはもちろんである

が，以前から他の野菜での生出荷の実額など市場にお

ける信用度の高いことも大切である。
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2　ダイコン導入による土地利用の高度化と経

営の拡大

1）ダイコソ契約栽培の経営的性格

日）ダイコン加工産地における農業の担い手は2ha

以上の上層であり，畑も‘Da以上所有しており（r＝

0．79＊＊＊），契約栽培の中心である。また，‘Oa以

上の畑所有農家はその50喀以上に契約ダイコソを作

付しており，作付に比例して108当たりの収量も増

加（r＝0・699＊＊＊）傾向にある。

ほl　このような一連の関係は，自立化を指向する上

層農家の（Dダイコンが畑利用の中心である，tr勃ダイ

コン作の所得的位置づけの高いこと（第2蓑），③秋

作として作付が増加し，一年二作体係を確立し，土地

利用を高めること＝′中土つき出荷であることによる省

力（50喀）などが作付広大を可能にする大きなメリ

ャトである。

（引　加工用ダイコソは，それ単独では所得が低くと

も（10a当たり4・5万円）大規模農家層は，個人販売

の限界，労働力の配分上等からこれを組み入れること

が合理的である（第5回）
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第5図　版売方法別労働時間と所得

2）土地利用の高度化とイネ＋野菜経営の方向

（1）ダイコソを組み入れた畑の主な作付内容は．前

作として比較的収益の高い（108．当たりる～8万円）

スイカ，メロン，スイートコーンがあり．ダイコン作

の多い上層農家における畑作付率は平均1．5作（最高

18．～2．0作）となり，産地全体の1．5作を上回る（第

1衰）。

第1表　作付組合せと畑利用率

‰
平　 均

畑利用率
年 2 作 の主 な作付組合せ

後 作の結合

比　 率

1

痴 スイ カ－ ダイ コ ソ S D 喀

8 0
1 8 8 まこ てコ言 フ ダイ コン

2 1 1 7
；㌻ エコ＝ ＞ ダイ コソ

4 D

5 1 8 5 スイートコーソ－ ダイ コソ 7 5

4 1 9 8 スイートコーン－ ダイコソ 9 0

5 1 2 7
言㌻ ‡；‾＝＞ ダイコ ソ

4 0

‘ 1 5 5
；㌍ ；二三＞ ダイコ ン

5 5

7 1 4 7

スイ カ　 ダイ コン
ニ㌃ 吉 二＞ ・ダイコソ 4 0

5 0

注．畑利用率は自給野菜を除く

（2）上層農家において野菜の一年二作化ができるの

は，前後作とも比較的粗放な作物であり，家族労働だ

けで無理なく消化できるためである。すなわち，家族

労力2．5人，稲作2．5haリ　畑作1ha．規模における平

均的な所要総労働時間は，4．5千時間であり，これに

対する稼働可能時間は，4．4千時間とほぼ適合する。

（31イネ＋野菜経営の自立経営モデルを目標所得

250万円とすると，これに見合う耕地規模は，稲作2

ba，畑作1ha程度となる。そして畑作部門の大き

な柱となる（第2表）。

（4）担い手農家の規模拡大と産地の生産力水準を高

位に保つためにも，農協への耕起，防除作業の委託あ

るいは借地による拡大も重要な発展方向となる。
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第2蓑　ダイコソの所得的位置づけと複合経営の自立可能指標

m

所　　　　　 得　 （千円 ） 畑 作 中 の

ダ イ コ ソ所 得
2 作 組 合 せ の

1 0 a 当 り所 得 （万 円 ）稲　 作
畑　　　　 作

合　 計
ダイ　コン そ の 他 計 順　 位 割　 合

1 2，8 0 0 5 5 7 1．5 2 5 1，8 6 0 4．d d 0
位
2

1 8 帝
（D ス イ カ ダイ コ ソ

（15 ）

◎ スイー トコーン－ ダイ コ ン
（12 ）

③ 芸 軍 書 ；妄 参 ダ イ コン

（10～ 15 ）

2 1，占9 0 2 4 1 4 5 9 8 8 0 2．5 7 0 2 5 6

5 1，5 1 0 5 5 5 5 4 7 9 0 0 2，4 1 0 1 8 1

4 1．1 5 0 4 7 6 5 1 4 9 9 0 2，1 2 0 1 4 8

5 1．2 9 0 1 1 2 8 5 8 7 5 0 2．0 4 0 2 1 5

d 1，2 2 0 4 1 1 5 4 9 7 8 0 1，9 8 0 1 5 4

7 1，5 5 0 2 4 2 5 8 8 8 1 1】 2，1 8 0 1 5 0

4　摘　　　　　要

1　産地化におけるダイコソ加工施設の役割

1）製品の種類別の付加価値は．（D塩蔵ダイコン，

②塩押したくあん．③改善塩押したくあんの順に高ま

り．（丑に対して（卦の原料用ダイコンの買上げ可能な生

価格は．10吻当たり50痴アップの280円程度の引

上げが可能である。

2）原料用ダイコンの生産を補完するため，農協が

主体となり，畑の耕起・防除作業等を受託することが

生産農家の規模拡大と省力に大きな役割を果たす。

2　加工用ダイコン導入による経営の安定拡大

1）農協への作業委託・土つき出荷が可能となり，

担い手農家層の規模拡大と収量，品質向上が図られる。

2）加工用ダイコンは．それ単独では所得が低くて

も．大規模農家層は，個別‾販売の限界，労働力の配分

面からこれを組み入れることにより．土地利用の高度

化による経営の集約化と所得の拡大が可能になる。

水稲育苗施設などの多目的利用

第1報　施設の種類と跡利用例

古沢　典夫・加藤　万賢
（岩手県農業試験場）

1　は　じ　め　に

岩手県における田植機の普及台数は18，859台で，北

上川下流・上流地域を中心に水稲作付面積の　55．7痴

（町279ha）が田植機による移植面桁である。

これに伴う育苗施設も急速に伸び，本田50ha以上

に供給する大型施設97を始め，硬化ハウスのみでも

ほぼ20haの面積が推定される。

また．ここでは課題の中心ではないが，タバコの乾

燥施設は県内でほぼ200ha，投資50億と推定されて

おり，いずれも更に一層の増設拡大がなされるであろ

フ○

しかしながら，農業は工業などに比べると季節性が

画然としている特徴があって．稼働期間が著しく短い。

水稲育苗施設の本来目的のためには，せいぜい年間2

カ月くらいしか使用されないことになる。

そこで，高い投資をしたのに他の期間をずっと空か

せておくのはもったいないではないか，との考えかた

が生ずる。「何か有利な利用法はないものか」との質

問・研究に対する要請が多いのも当然のことであろう。

2　多目的利用例

第1図は県下18の事例である。いずれも共通的に

水稲育苗を行っている施設であるが，数多い硬化ハウ

スのほか，線化′、ウス⑲・＠がある。またタバコ′、ウ

ス＠・⑲・⑭や，本来は野菜ハウスであって副次的に

水稲育苗を行っている例⑲・⑲も認められる。

作目を見ると，野菜9（葉菜4，山菜1，果菜5．

葵菜1）を中心とし，きのこ　5，花井2，果樹（ブド

ウ）1，乾牧草生産1と，なかなかに多彩である。


